

























































































































































































































































播 磨 国 陸 路 。 蟄 裂F十海 路 現 冥奮昇 言摺 鉄易ζ
石 別稲一 東 。扶 抄 十 人 東。 水 手十二 東 。 自与 等津運 京車 賃。石
一人 。水手 二 人潜 米 二十 石 。 美作 。備 前亦 同。



































































年料春米 年料租春米 海 路 年料春米 年料租春米 海 路
山  城 越  前 724 石 1300 石 ○
大  和 加  賀 465 ○
河  内 含ヒ    ≡差 ○
摂  津 越  中 ○
和  泉 越  後 ○
伊  賀 佐  渡 ○
伊  勢 1200 石 丹  波
志  摩 丹  後
尾  張 looo 石 但  馬
か  河 ○ 因  幡 ○
遠  江 ○ 伯  者
駿  河 出  雲
伊  豆 石  見
甲  斐 隠  岐
本日    れえ 播  磨 ○
武  蔵 美  作 △
安  房 備  前 2000 ○
上  総 備  中 125.59 ○
下  総 備  後 1195,435 ○
常  陸 安  芸 600 ○
近  江 周  防 ○ ヽ
美  濃 √宅    F] ○
飛  騨 紀  伊 ○
信  濃 淡  路 ○
上  野 阿  波 ○
下  野 讃  岐 ○
睦  奥 伊  予 ○
出  羽 土  佐 ○




調 塩 庸 米 庸 塩 海 路 調 塩 庸 米 庸 塩 海 路
山  城 越  前 ○ ○
大  和 加  賀 ○ ○
河  内 能  登 ○
摂  津 越  中 ○
和  泉 越  後 ○
伊  賀 ○ 佐  渡 ○
伊  勢 ○ ○ ○ 丹  波 ○
志  摩 丹  後 ○
尾  張 ○ ○ ○ 但  馬
か  河 ○ ○ 因  幡
遠  江 伯  者
駿  河 出  雲
伊  豆 石  見
甲  斐 隠  岐
本日    本菓 播  磨 ○ ○ ○
武  蔵 美  作 ○
安  房 備  前 ○ ○ ○ ○
上  総 備  中 ○ ○ ○
下  総 備  後 ○ ○ ○ ○
常  陸 安  芸 ○ ○ ○
近  江 ○ 周  防 ○ ○
美  濃 ○ √髯    F] ○ ○
飛  騨 紀  伊 ○ ○
信  濃 淡  路 ○ ○ ○
上  野 阿  波 ○ ○
下  野 讃  岐 ○ ○ ○
陸  奥 (調米) ○ 伊  予 ○ ○ ○
出  羽 (調米) ○ ○ 土  佐 ○ ○




















































































第 4表 1石当り海路運賃 (山陽・南海道諸国の場合)
(単位 :石)
但,大学府は博多津から難波津まで
第 5表 1石当り運賃 (北陸道諸国)
(単石 :石)
国 津 国津が比定される現地名 海
路 運 賃
陸路運賃
国津→敦賀 敦賀→京 合 計
越 前
加 賀 比楽湊 手取川河日の美川町平加付近 0.155 0.389 (1.2カ)0.8
含ヒ  垂姜 加島津 七尾市郡町付近 0.32(あるい1よ0.27カ) 0.234
0,554
(0.504)
越 中 日理湊 新湊市伏木町付近 0.534
越 後 蒲原津 新潟市蒲原 (信濃川河口) 0.48625 0.73025





国 津 → 淀 淀 → 京 本 計
播  磨 0.092 0.142
備  前
備  中 0.183 0.233
備  後 0,189 0.239
安  芸 0.1783 0,2283
周  防 0.165 0.215
長  門 0.175 0.225
紀  伊 0,082 0,132
淡  路 0.12298 0.17298
阿  波 0.129 0,179
讃  ヽ岐 0.1315 0.1815
伊  予 0.215 0.265






















































































1り 『′亀取県史 1』の註(2)所引部分,藤岡氏編『古代日本の交通路 Ⅲ』ほか。







9' 稲垣泰彦氏 [応仁・文明の乱」(1日版『岩波講座 7 中世 3』 所収)。

































地域性」(遠藤元男氏編『古代の地方史 7 総論』所収),浅香年木氏「古代のコシとイプモ」 (『古代地域史
鳥募大学教育学部研究報告 人文。社会科学 第326
の研究j所収)など数多い。ことわるまでもなぃが,このような論と私見とは矛盾しない。「海に面する限り,
ある程度の船の往来があ―り, したがって航路が存在するのは当然である」(栄原氏註(1)所引論文)から。
に0浅香氏譲(1〉所号1論文など。
確p栄原氏註tl所引論文。
tO たとえば,三浦氏註¢0所引論文テ徳日氏註(1)所引書など
付 記
本稿は1978・1979年度文部省科学研究費補助金 (総合研究A)にょる「産業の発達と地域社会の変貌に関する史的
研究」(代表者渡辺則支氏)の研究成果の一部である。
(昭和56年5月15日受理)

